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医療・社会保障・福祉
を立て直せ

｜10.22総行動 ｜
　

2
0
2
0
年
総
行
動
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
発
信
方

式
に
。
感
染
拡
大
第
３
波
到
来
で

は
、
医
師
・
看
護
師
、
臨
床
工
学

技
士
、
介
護
福
祉
士
な
ど
最
前
線

で
働
く
専
門
職
の
対
応
実
態
が
メ

デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
、
後
退
し
続

け
る
医
療
や
福
祉
の
現
場
が
可  

視

化
さ
れ
ま
し
た
。
病
院
や
診
療
所
、

介
護
施
設
等
で
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

前
よ
り
深
刻
な
人
手
不
足
に
悩
ま

さ
れ
、
第
３
波
の
下
さ
ら
に
少
な

い
人
員
体
制
で
「
何
と
か
最
前
線

の
医
療
・
介
護
を
死
守
し
、
コ
ロ

ナ
患
者
受
け
入
れ
も
支
え
て
い
る
」

厳
し
い
実
態
が
あ
り
ま
す
。
感
染

防
御
の
た
め
の
リ
ス
ク
と
業
務
量

は
激
増
、
悲
鳴
を
上
げ
て
も
な
お
、

最
前
線
の
従
事
者
に
は
社
会
的
な

制
限
や
要
求
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
感
染
防
御
や
治
療
に
当
た

る
職
員
に
は
世
間
か
ら
厳
し
い
視

線
や
心
な
い
言
葉
、
バ
ッ
シ
ン
グ

が
今
も
発
生
し
て
い
る
悲
し
い
現

実
が
あ
り
ま
す
。
感
染
拡
大
・
増

加
の
一
途
に
あ
っ
て
も
「
GO 

TO
事

業
」
は
全
国
で
推
進
さ
れ
続
け
、

経
済
最
優
先
策
は
不
変
で
す
。
現

場
は
医
療
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
、

最
前
線
に
立
つ
医
師
・
看
護
師
た

ち
は
過
酷
な
勤
務
シ
フ
ト
で
の
労

働
強
化
は
深
刻
で
す
。
そ
し
て
厳

し
い
行
動
規
制
・
規
範
を
自
分
に

課
す
中
、
限
界
を
超
え
る
ス
ト
レ

ス
は
発
散
す
ら
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、「
事
業
所
と
地
域
で
の
感

染
拡
大
を
何
と
し
て
も
阻
止
し
、

安
心
安
全
を
確
保
す
る
」
そ
の
一

点
で
、
誰
も
が
日
夜
奮
闘
中
で
す
。

　

10
・
22
総
行
動
以
降
、
県
内
の

現
場
で
働
く
仲
間
と
「
国
民
の
い

の
ち
と
健
康
、暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
・
保
育
、そ
し
て
、

公
衆
衛
生
施
策
の
拡
充
」
を
求
め

て
、
全
国
の
市
町
村
議
会
（
12
月
）

で
陳
情
（
請
願
）
行
動
を
展
開
。
国

へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
地
道

な
活
動
は
改
善
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
、私
た
ち
は
正
し

い
理
解
を
進
め
て
も
ら
う
た
め
に

行
動
し
、
社
会
保
障
諸
問
題
の
解

決
を
信
じ
て
い
ま
す
。「
現
場
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
声
」
が
私
た
ち
に
と

っ
て
一
番
の
活
力
で
す
。

2
0
2
1
年
、
地
域
の

み
な
さ
ま
方
か
ら
の
ご

意
見
や
ご
要
望
を
ぜ
ひ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

いのち
　　　をまもる

飯
伊
民
医
連
労
働
組
合 

執
行
委
員
長 

（
飯
田
下
伊
那
地
区
労
働
組
合
連
合
会 

議
長
）

伊
壷
一
輝

社会医療法人健和会
社会福祉法人ゆいの里
社会福祉法人林の杜の
各事業所・職員から

アピール！



4

し
、
新
幹
線
・
飛
行
機
で
の
人
移

動
も
乗
車
率
が
激
減
。
リ
ニ
ア 

１

編
成
の
乗
車
定
員
は 

1
、0
0
0 

人
、
飯
田
新
駅
で
の
実
際
の
乗
車

数
予
測
に
つ
い
て
も
検
証
が
必
要
。

林
　
麻
美
：
リ
ニ
ア
は
余
り
考
え

た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
私
、
今
年

の
３
月
ま
で
龍
江
地
区
の
自
治
会
・

地
域
づ
く
り
委
員
会
の
「
新
聞
部
」

で
毎
月
活
動
し
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
感
染
が
増
え
行
事
も
事
業
が
消

え
て
、
ニ
ュ
ー
ス
で
リ
ニ
ア
の
問

題
が
あ
る
と
知
っ
た
。
教
え
て
も

ら
っ
た
の
は
、
谷
を
残
土
で
埋
め

立
て
る
と
土
砂
崩
落
が
発
生
す
る

危
険
が
高
く
な
る
の
は
危
な
く
て

い
や
だ
な
ぁ
と
。
工
事
の
残
土
処

理
で
土
砂
や
水

を
元
に
戻
す
の

は
元
々
無
理
で

は
な
い
か
。
東

京
の
価
値
は
だ

ん
だ
ん
落
ち
て

い
て
、
飯
田
は

い
所
に
あ
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

田
舎
に
い
て
自
然
が
守
ら
れ
て
こ

そ
得
ら
れ
る
も
の
は
大
き
く
、
不

便
は
あ
っ
て
も
い
い
。
一
方
で
、

建
設
、
土
木
、
観
光
、
飲
食
な
ど

仕
事
を
失
っ
た
り
、
移
住
や
人
が

動
く
こ
と
で
成
り
立
つ
産
業
に
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
が
出
る
の
は
無
視

で
き
な
い
。
田
舎
で
リ
ニ
ア
を
望

み
未
来
を
感
じ
て
い
る
の
は
中
高

年
以
上
世
代
に
多
い
印
象
が
あ
る
。

首
都
圏
や
都
市
部
に
住
む
人
々
は

真
に
リ
ニ
ア
を
求
め
て
い
る
か
、

一
番
の
期
待
を
も
っ
て
い
る
の
は

誰
だ
ろ
う
？

司
会
：
地
域
で
「
リ
ニ
ア
を
早
く

作
っ
て
く
れ
な
い
と
俺
は
死
ん
で

し
ま
う
。
リ
ニ
ア
開
通

で
南
信
飯
田
は
変
革
さ

れ
て
一
躍
注
目
を
浴
び

る
。
東
京
へ
の
通
勤
も

可
能
だ
」
と
言
う
70
代

の
方
も
。
ワ
ー
ク
ス
タ

イ
ル
も
在
宅
へ
シ
フ
ト

司
会
：
水
野
：
コ
ロ

ナ
禍
で
の
新
春
を
迎

え
よ
う
と
は
、
誰
も

予
測
し
て
い
な
か
っ

た
が
、
失
意
と
絶
望

の
現
実
に
直
面
し
て

い
る
今
、
希
望
と
豊

か
な
未
来
の
構
築
に

向
け
て
、
小
さ
く
と

も
私
た
ち
か
ら
提
言

や
発
信
が
で
き
た
ら

と
。

　
リ
ニ
ア
計
画
は

2
0
2
7
年
開
業
を

前
提
に
、
経
済
効
果

は
品
川―

名
古
屋
間

開
業
で
1
0.
7
兆

円
、
大
阪
ま
で
の
全

線
開
業
で
1
6.
8

兆
円
と
試
算
（
三
菱

U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
）。
開
通
が
遅
れ

れ
ば
工
期
も
総
工
費

も
か
か
り
、
そ
の
費
用
負
担
は
Ｊ

Ｒ
東
海
だ
け
で
な
く
国
が
拠
出
す

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
税
金
か
ら
の

資
金
投
入
が
大
前
提
に
。
2
0
2
7

年
開
業
延
期
は
不
可
避
と
言
わ
れ
、

2
0
3
3
年
変
更
で
も
開
通
の
実

現
は
不
明
。
現
在
、
静
岡
工
区
で

の
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
、「
工
事
遅
延

原
因
は

大
井
川

水
処
理

問
題
に

お
け
る

静
岡
県

（
知
事
）

の
対
応
の
せ
い
、
早
く
リ
ニ
ア
を

開
通
さ
せ
て
」の
声
も
あ
る
が
、工

事
遅
延
の
要
因
は
、
2
0
1
9
年

秋
の
台
風
18
号
19
号
の
豪
雨
に
よ

る
多
発
的
な
土
砂
崩
落
な
ど
水
災

害
、
残
土
処
理
埋
め
立
て
予
定
地

未
定
が
大
き
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。

近
藤
　
健
：
事
前
資
料
を
読
ん
で

リ
ニ
ア
が
開
通
地
域
に
と
っ
て
大

き
な
問
題
を
は
ら
ん
で
お
り
、
と

り
わ
け
水
の
問
題
は
重
要
で
深
刻

だ
と
知
ら
さ
れ
た
。
建
設
ル
ー
ト

用
地
で
は
立
ち
退
き
も
進
み
、
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
今
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
て
み
る
べ
き
問
題
だ
。
コ

ロ
ナ
禍
の
今
、
生
活
も
大
き
く
様

変
わ
り
し
、
飯
田
が
東
京
か
ら
遠

く
て
い
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。

平
澤
　
遥
：
リ
ニ
ア
建
設
工
事
で

は
賛
成
・
反
対
の
ど
ち
ら
の
立
場

で
も
な
い
が
、
い
か
が
な
も
の
な

の
か
な
ぁ
と
。
信
州
の
身
近
な
あ

の
山
々
を
切
り
開
い
て
い
く
巨
大

工
事
は
、
道
路
拡
張
で
往
来
す
る

大
型
ダ
ン
プ
を
間
近
に
見
て
い
て

違
和
感
が
あ
る
。
リ
ニ
ア
に
は
実

は
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
か
な
と
。

メ
リ
ッ
ト
は
都
会
と
往
来
で
き
る

こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
飯
田
が
遠

る
キ
ャ
ン
セ
ル
料
に
税
金
投
入
す

る
な
ど
変
な
話
だ
。
何
兆
円
も
の

無
駄
遣
い
・
税
金
投
入
は
考
え
直

す
必
要
が
あ
る
。

木
下
：
新
幹
線
開
通
の
際
、
リ
ニ

ア
と
同
様
諸
問
題
が
起
き
た
は
ず
。

今
こ
の
時
代
「
不
便
も
便
利
」
で

田
舎
生
活
も
楽
し
い
と
感
じ
て
い

る
。
Go 

To
で
ど
こ
か
へ
行
か
な
く

と
も
人
は
死
な
な
い
。
病
院
看
護

師
は
感
染
防
止
に
必
死
で
ク
タ
ク

タ
！

林
：
多
く
の
問
題
発
生
が
事
前
に

分
か
っ
て
い
て
も
、Ｊ
Ｒ
東
海
と
国

は
推
進
し
よ
う
と
す
る
ス
タ
ン
ス

が
分
か
っ
た
。

司
会
：
品
川
か
ら
リ
ニ
ア
で
潜
っ

て
名
古
屋
ま
で
、
新
幹
線
で
行
く

時
間
差
は
わ
ず
か
10
分
と
の
デ
ー
タ

も
。
そ
れ
で
も
、
リ
ニ
ア
計
画
が
担

っ
て
い
る
期
待
は
何
か
。
リ
ニ
ア
事

故
想
定
で
、
乗
客 

1
、0
0
0 

人

が
無
事
地
上
に
脱
出
で
き
る
か
？

地
下
ト
ン
ネ
ル
か
ら
果
た
し
て
全

員
が
生
還
可
能
？
断
層
の
ズ
レ
に

つ
い
て
厳
し
く
危
険
性
を
指
摘
す

る
識
者
も
。
中
央
構
造
帯
と
活
断

層
が
複
雑
に
走
っ
て
い
る
山
脈
を

貫
く
リ
ニ
ア
計
画
に
は
、
関
西
電

力
大
飯
原
発
3
、4
号
機
（
福
井
県
）

の
「
安
全
性
問
題
判
決
で
の
設
置

許
可
取
り
消
し
（
12
月
）」
で
指
摘

さ
れ
た
同
様
の
危
険
性
を
感
じ
て

い
る
。

統
廃
合
し
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
を
建
設
す
る
計
画
は
見
直
し

て
ほ
し
い
。
リ
ニ
ア
実
現
は
大
変

だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か

口
に
は
出
せ
な
い
雰
囲
気
が
あ
る
。

司
会
：「
所
有
し
て
い
る
土
地
の
谷

に
残
土
を
埋
め
立
て
る
」
に
、
個

人
的
に
は
納
得
で
き
ず
反
対
し
た

い
が
、
住
民
運
動
に
参
加
は
で
き

な
い
し
反
対
も
表
明
し
な
い
と
い

う
立
場
の
人
も…

。 

平
澤
：
リ
ニ
ア
計
画
は
今
か
ら
白

紙
撤
回
で
き
る
の
か
。
工
事
進
捗

で
不
利
益
を
被
る
人
々
が
い
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
事
業
が
完
了
・

完
成
し
た
暁
に
誰
か
ら
も
喜
ば
れ

評
価
さ
れ
歓
迎
さ
れ
る
も
の
に
な

る
の
か
、
実
際
に
使
え
る
の
か
疑
問

が
残
る
。
個
人
的
に
お
金
さ
え
支
払

っ
て
乗
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
？

木
下
：
リ
ニ
ア
で
私
た
ち
の
生
活

は
ほ
ん
と
う
に
便
利
な
も
の
に
な

る
の
？

林
：
リ
ニ
ア
計
画
は
新
幹
線
の
代

替
品
に
な
る
の
？

平
澤
：
今
、
税
金
投
入
す
べ
き
は

何
か
？ 

Go 

To
事
業
で
も
人
を
動
か

そ
う
と
し
て
、
結
果
的
に
発
生
す

陸
の
孤
島
で
マ
イ
ナ
ス
と
感
じ
て

い
た
が
、
道
路
ア
ク
セ
ス
が
悪
く

て
も
コ
ロ
ナ
発
生
件
数
が
少
な
い

の
は
そ
の
お
蔭
か
な
と
。
何
事
も

い
い
面
も
悪
い
面
も

あ
る
？

木
下 

由
香
里
：
リ
ニ

ア
に
は
あ
ま
り
興
味

や
関
心
が
な
く
、
ニ

ュ
ー
ス
も
記
憶
に
残

っ
て
い
な
い
。
資
料

を
読
ん
で
理
解
し
た
こ
と
が
多
い
。

1
9
6
2
年
リ
ニ
ア
開
発
当
時
は

最
先
端
ア
イ
デ
ア
で
も
、
時
代
進

化
の
中
で
携
帯
電
話
も
ス
マ
ホ
に

な
り
、
技
術
的
に
も
目
覚
ま
し
い

進
歩
を
遂
げ
た
今
、
リ
ニ
ア
に
乗

り
た
い
と
い
う
魅
力
や
願
望
が
な

い
。
兄
家
族
に
リ
ニ
ア
試
乗
チ
ケ

ッ
ト
が
当
た
っ
て
山
梨
リ
ニ
ア
実

験
線（
4
2.
8
㎞
）乗
車
体
験
話
を

聞
い
た
。「
確
か
に
凄
か
っ
た
け
ど
、

速
度
計
で
今
何
百
㎞
出
て
い
る
と

い
う
表
示
だ
け
。
乗
車
感
覚
も
な

く
車
両
か
ら
外
の
景
色
は
全
く
見

え
な
い
。
真
っ
暗
な
ト
ン
ネ
ル
を

往
復
40
分
間
ず
っ
と
走
っ
て
い
た

だ
け
。
家
族
み
ん
な
で
な
ら
車
で

目
的
地
に
乗
っ
て
行
っ
た
方
が
楽

し
い
ん
じ
ゃ
な
い
っ
？！
」
と
。「
リ

ニ
ア
で
万
一
事
故
が
あ
れ
ば
即
死

だ
な
ぁ
」
と
も
。「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
と
一
緒
で
、
絶
対
的
な
安
全
性

が
認
定
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
接

種
す
る
気
は
し
な
い
」
と
同
じ
で
、

今
後
リ
ニ
ア
に
乗
る
気
は
し
な
い
。

静
岡
問
題
は
、
乗
降
駅
も
な
く
山

脈
の
一
角
を
通
過
す
る
だ
け
で
観

光
業
へ
の
プ
ラ
ス
面

も
全
く
な
く
、
県
と

し
て
水
だ
け
を
失
う

の
で
は
自
治
体
も
住

民
も
み
ん
な
首
を
縦

に
は
振
れ
な
い
。
反

対
さ
れ
る
の
も
当

然
？
工
事
現
場
へ
向
か
う
ダ
ン
プ

や
ト
ラ
ッ
ク
が
町
中
を
走
り
危
険

が
増
す
中
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学

通
園
等
が
心
配
だ
。
今
後
や
り
か

け
の
状
態
で
工
事
が
中
止
に
で
も

な
っ
た
ら
、
地
域
に
負
の
財
産
し

か
残
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
賛
成

で
も
反
対
で
も
な
い
が
、
全
国
に

住
む
日
本
人
全
て
が
望
ん
で
い
る

計
画
で
は
な
い
。
リ
ニ
ア
が
実
際

に
通
る
こ
の
地
域
で
す
ら
関
心
は

決
し
て
高
く
な
い
。Ｊ
Ｒ
東
海
が
工

事
を
進
め
て
い
く
意
味
は
今
あ
る

の
か
？
早
急
に
方
針
を
明
確
に
し

て
対
応
す
べ
き
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、

こ
れ
か
ら
ど
う
決
着
で
き
る
の
か
、

私
た
ち
の
税
金
何
兆
円
を
も
投
入

す
る
な
ど
巨
額
な
無
駄
は
許
さ
れ

な
い
。
リ
ニ
ア
は
熟
考
す
る
べ
き

計
画
だ
。

司
会
：“

無
駄
な
税
金
の
使
い
方
に

寛
容
な
日
本
人”

と
い
う
皮
肉
な
国

際
的
比
較
・
評
価
が
あ
る
、
一
方

で
地
元
建
設
業
界
の
方
か
ら
は
「
リ

ニ
ア
に
か
け
る
」
大
き
な
期
待
と

熱
い
意
気
込
み
が
あ
る
。「
巨
額
な

大
規
模
事
業
に
税
金
投
入
し
て
く

れ
な
い
と
仕
事
が
な
い
。
あ
り
が

た
い
話
だ
」。
水
と
残
土
の
処
理
、

土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
も
含
め
て
、

私
た
ち
の
生
活
に
降
り
か
か
る
身

近
な
地
域
問
題
と
し
て
ど
ん
な
影

響
が
直
接
間
接
に
発
生
す
る
の
か
、

地
域
産
業
へ
の
プ
ラ
ス
面
以
外
に

も
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
子
ど

も
や
孫
た
ち
に
つ
な
い
で
い
く

山
々
や
自
然
環
境
を
後
世
に
遺
す

使
命
と
役
割
、
コ
ロ
ナ
下
で
大
き

く
変
わ
っ
た
生
活
と
価
値
観
の
変

革
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
せ
る
仕

事
の
確
保
、
今
こ
の
三
つ
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

近
藤
：
11
月
に
映
画
「
原
発
夫
婦
」

を
鑑
賞
。「
住
民
同
士
が
反
対
・
賛

成
で
激
し
く
闘
っ
た
結
果
、
未
だ

に
修
復
で
き
な
い
断
裂
を
生
む
関

係
に
あ
る
」
は
教
訓
に
す
べ
き
。

リ
ニ
ア
に
は
原
発
電
力
の
供
給
と

送
電
計
画
が
具
体
化
さ
れ
つ
つ
あ

り
不
安
も
大
き
い
。
建
設
用
地
立

ち
退
き
で
も
具
体
的
な
問
題
が
起

き
な
い
か
心
配
だ
。

司
会
：
佐
藤
市
長
に
な
っ
て
、
飯

田
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
注
目
し
た
い
。

近
藤
：Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
関
係
で
は
ど

う
な
の
か
？
飯
田
市
文
化
施
設
を

参加職員紹介

●木下 由香里(ゆかり)さん
健和会病院外来 看護師　
12年目　飯田市大瀬木在住
●平澤　遥(はるか)さん
健和会病院リハビリテーション科 
理学療法士　12年目　　
飯田市鼎切石在住
●林　麻美(まみ)さん
健和会病院栄養科 管理栄養士 
３年目　飯田市龍江在住　
●近藤　健(つよし)さん
健和会病院 組織課 事務　
25年目　飯田市鼎名古熊在住
■司会進行：水野 耕介 
飯伊民医連だより編集長　
39年目　飯田市鼎切石在住

新春座談会

平澤　遥さん

林　麻美さん

近藤　健さん

2020年12月8日（火）14：00 ～16：00

　
飯
伊
民
医
連
だ
よ
り
で
は
、
今
ま
で
「
リ
ニ
ア
問
題
」
に
焦
点
を
当
て

る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
10
月
18
日
の
飯
田
市
長
選
で
、
副
市

長
経
験
の
あ
る
佐
藤 

健 

氏
（
53
才
）
が
初
当
選
。「
座
光
寺
の
リ
ニ
ア
新

駅
近
く
に
地
元
負
担
で
J
R
飯
田
線
乗
換
駅
を
建
設
す
る
」
構
想
を
見
直

し
、
既
存
の
駅
利
用
を
考
え
る
姿
勢
が
注
目
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、「
東

京
へ
の
一
極
集
中
」と
原
発
電
力
の
供
給
を
前
提
に
し
た
超
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
計
画
（
以
下
、
リ
ニ
ア
計
画
）」
は
時
代

錯
誤
と
の
批
判
も
あ
り
、
若
手
職
員
で
率
直
な
意
見
を
交
換
し
論
議
し
た
。

リニア中央新幹線工事を考える　リニア中央新幹線工事を考える　
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し
、
新
幹
線
・
飛
行
機
で
の
人
移

動
も
乗
車
率
が
激
減
。
リ
ニ
ア 

１

編
成
の
乗
車
定
員
は 

1
、0
0
0 

人
、
飯
田
新
駅
で
の
実
際
の
乗
車

数
予
測
に
つ
い
て
も
検
証
が
必
要
。

林
　
麻
美
：
リ
ニ
ア
は
余
り
考
え

た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
私
、
今
年

の
３
月
ま
で
龍
江
地
区
の
自
治
会
・

地
域
づ
く
り
委
員
会
の
「
新
聞
部
」

で
毎
月
活
動
し
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
感
染
が
増
え
行
事
も
事
業
が
消

え
て
、
ニ
ュ
ー
ス
で
リ
ニ
ア
の
問

題
が
あ
る
と
知
っ
た
。
教
え
て
も

ら
っ
た
の
は
、
谷
を
残
土
で
埋
め

立
て
る
と
土
砂
崩
落
が
発
生
す
る

危
険
が
高
く
な
る
の
は
危
な
く
て

い
や
だ
な
ぁ
と
。
工
事
の
残
土
処

理
で
土
砂
や
水

を
元
に
戻
す
の

は
元
々
無
理
で

は
な
い
か
。
東

京
の
価
値
は
だ

ん
だ
ん
落
ち
て

い
て
、
飯
田
は

い
所
に
あ
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

田
舎
に
い
て
自
然
が
守
ら
れ
て
こ

そ
得
ら
れ
る
も
の
は
大
き
く
、
不

便
は
あ
っ
て
も
い
い
。
一
方
で
、

建
設
、
土
木
、
観
光
、
飲
食
な
ど

仕
事
を
失
っ
た
り
、
移
住
や
人
が

動
く
こ
と
で
成
り
立
つ
産
業
に
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
が
出
る
の
は
無
視

で
き
な
い
。
田
舎
で
リ
ニ
ア
を
望

み
未
来
を
感
じ
て
い
る
の
は
中
高

年
以
上
世
代
に
多
い
印
象
が
あ
る
。

首
都
圏
や
都
市
部
に
住
む
人
々
は

真
に
リ
ニ
ア
を
求
め
て
い
る
か
、

一
番
の
期
待
を
も
っ
て
い
る
の
は

誰
だ
ろ
う
？

司
会
：
地
域
で
「
リ
ニ
ア
を
早
く

作
っ
て
く
れ
な
い
と
俺
は
死
ん
で

し
ま
う
。
リ
ニ
ア
開
通

で
南
信
飯
田
は
変
革
さ

れ
て
一
躍
注
目
を
浴
び

る
。
東
京
へ
の
通
勤
も

可
能
だ
」
と
言
う
70
代

の
方
も
。
ワ
ー
ク
ス
タ

イ
ル
も
在
宅
へ
シ
フ
ト

司
会
：
水
野
：
コ
ロ

ナ
禍
で
の
新
春
を
迎

え
よ
う
と
は
、
誰
も

予
測
し
て
い
な
か
っ

た
が
、
失
意
と
絶
望

の
現
実
に
直
面
し
て

い
る
今
、
希
望
と
豊

か
な
未
来
の
構
築
に

向
け
て
、
小
さ
く
と

も
私
た
ち
か
ら
提
言

や
発
信
が
で
き
た
ら

と
。

　
リ
ニ
ア
計
画
は

2
0
2
7
年
開
業
を

前
提
に
、
経
済
効
果

は
品
川―

名
古
屋
間

開
業
で
1
0.
7
兆

円
、
大
阪
ま
で
の
全

線
開
業
で
1
6.
8

兆
円
と
試
算
（
三
菱

U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
）。
開
通
が
遅
れ

れ
ば
工
期
も
総
工
費

も
か
か
り
、
そ
の
費
用
負
担
は
Ｊ

Ｒ
東
海
だ
け
で
な
く
国
が
拠
出
す

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
税
金
か
ら
の

資
金
投
入
が
大
前
提
に
。
2
0
2
7

年
開
業
延
期
は
不
可
避
と
言
わ
れ
、

2
0
3
3
年
変
更
で
も
開
通
の
実

現
は
不
明
。
現
在
、
静
岡
工
区
で

の
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
、「
工
事
遅
延

原
因
は

大
井
川

水
処
理

問
題
に

お
け
る

静
岡
県

（
知
事
）

の
対
応
の
せ
い
、
早
く
リ
ニ
ア
を

開
通
さ
せ
て
」の
声
も
あ
る
が
、工

事
遅
延
の
要
因
は
、
2
0
1
9
年

秋
の
台
風
18
号
19
号
の
豪
雨
に
よ

る
多
発
的
な
土
砂
崩
落
な
ど
水
災

害
、
残
土
処
理
埋
め
立
て
予
定
地

未
定
が
大
き
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。

近
藤
　
健
：
事
前
資
料
を
読
ん
で

リ
ニ
ア
が
開
通
地
域
に
と
っ
て
大

き
な
問
題
を
は
ら
ん
で
お
り
、
と

り
わ
け
水
の
問
題
は
重
要
で
深
刻

だ
と
知
ら
さ
れ
た
。
建
設
ル
ー
ト

用
地
で
は
立
ち
退
き
も
進
み
、
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
今
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
て
み
る
べ
き
問
題
だ
。
コ

ロ
ナ
禍
の
今
、
生
活
も
大
き
く
様

変
わ
り
し
、
飯
田
が
東
京
か
ら
遠

く
て
い
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。

平
澤
　
遥
：
リ
ニ
ア
建
設
工
事
で

は
賛
成
・
反
対
の
ど
ち
ら
の
立
場

で
も
な
い
が
、
い
か
が
な
も
の
な

の
か
な
ぁ
と
。
信
州
の
身
近
な
あ

の
山
々
を
切
り
開
い
て
い
く
巨
大

工
事
は
、
道
路
拡
張
で
往
来
す
る

大
型
ダ
ン
プ
を
間
近
に
見
て
い
て

違
和
感
が
あ
る
。
リ
ニ
ア
に
は
実

は
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
か
な
と
。

メ
リ
ッ
ト
は
都
会
と
往
来
で
き
る

こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
飯
田
が
遠

る
キ
ャ
ン
セ
ル
料
に
税
金
投
入
す

る
な
ど
変
な
話
だ
。
何
兆
円
も
の

無
駄
遣
い
・
税
金
投
入
は
考
え
直

す
必
要
が
あ
る
。

木
下
：
新
幹
線
開
通
の
際
、
リ
ニ

ア
と
同
様
諸
問
題
が
起
き
た
は
ず
。

今
こ
の
時
代
「
不
便
も
便
利
」
で

田
舎
生
活
も
楽
し
い
と
感
じ
て
い

る
。
Go 

To
で
ど
こ
か
へ
行
か
な
く

と
も
人
は
死
な
な
い
。
病
院
看
護

師
は
感
染
防
止
に
必
死
で
ク
タ
ク

タ
！

林
：
多
く
の
問
題
発
生
が
事
前
に

分
か
っ
て
い
て
も
、Ｊ
Ｒ
東
海
と
国

は
推
進
し
よ
う
と
す
る
ス
タ
ン
ス

が
分
か
っ
た
。

司
会
：
品
川
か
ら
リ
ニ
ア
で
潜
っ

て
名
古
屋
ま
で
、
新
幹
線
で
行
く

時
間
差
は
わ
ず
か
10
分
と
の
デ
ー
タ

も
。
そ
れ
で
も
、
リ
ニ
ア
計
画
が
担

っ
て
い
る
期
待
は
何
か
。
リ
ニ
ア
事

故
想
定
で
、
乗
客 

1
、0
0
0 

人

が
無
事
地
上
に
脱
出
で
き
る
か
？

地
下
ト
ン
ネ
ル
か
ら
果
た
し
て
全

員
が
生
還
可
能
？
断
層
の
ズ
レ
に

つ
い
て
危
険
性
を
厳
し
く
指
摘
す

る
識
者
も
。
中
央
構
造
帯
と
活
断

層
が
複
雑
に
走
っ
て
い
る
山
脈
を

貫
く
リ
ニ
ア
計
画
に
は
、
関
西
電

力
大
飯
原
発
3
、4
号
機
（
福
井
県
）

の
「
安
全
性
問
題
判
決
で
の
設
置

許
可
取
り
消
し
（
12
月
）」
で
指
摘

さ
れ
た
同
様
の
危
険
性
を
感
じ
て

い
る
。

統
廃
合
し
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
を
建
設
す
る
計
画
は
見
直
し

て
ほ
し
い
。
リ
ニ
ア
実
現
は
大
変

だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か

口
に
は
出
せ
な
い
雰
囲
気
が
あ
る
。

司
会
：「
所
有
し
て
い
る
土
地
の
谷

に
残
土
を
埋
め
立
て
る
」
に
、
個

人
と
し
て
は
納
得
で
き
ず
反
対
し

た
い
が
、
住
民
運
動
に
参
加
は
で

き
な
い
し
反
対
も
表
明
し
な
い
と

い
う
立
場
の
人
も…

。 

平
澤
：
リ
ニ
ア
計
画
は
今
か
ら
白

紙
撤
回
で
き
る
の
か
。
工
事
進
捗

で
不
利
益
を
被
る
人
々
が
い
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
事
業
が
完
了
・

完
成
し
た
暁
に
誰
か
ら
も
喜
ば
れ

評
価
さ
れ
歓
迎
さ
れ
る
も
の
に
な

る
の
か
、
実
際
に
使
え
る
の
か
疑
問

が
残
る
。
個
人
的
に
お
金
さ
え
支
払

っ
て
乗
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
？

木
下
：
リ
ニ
ア
で
私
た
ち
の
生
活

は
ほ
ん
と
う
に
便
利
な
も
の
に
な

る
の
？

林
：
リ
ニ
ア
計
画
は
新
幹
線
の
代

替
品
に
な
る
の
？

平
澤
：
今
、
税
金
投
入
す
べ
き
は

何
か
？ 

Go 

To
事
業
で
も
人
を
動
か

そ
う
と
し
て
、
結
果
的
に
発
生
す

陸
の
孤
島
で
マ
イ
ナ
ス
と
感
じ
て

い
た
が
、
道
路
ア
ク
セ
ス
が
悪
く

て
も
コ
ロ
ナ
発
生
件
数
が
少
な
い

の
は
そ
の
お
蔭
か
な
と
。
何
事
も

い
い
面
も
悪
い
面
も

あ
る
？

木
下 

由
香
里
：
リ
ニ

ア
に
は
あ
ま
り
興
味

や
関
心
が
な
く
、
ニ

ュ
ー
ス
も
記
憶
に
残

っ
て
い
な
い
。
資
料

を
読
ん
で
理
解
し
た
こ
と
が
多
い
。

1
9
6
2
年
リ
ニ
ア
開
発
当
時
は

最
先
端
ア
イ
デ
ア
で
も
、
時
代
進

化
の
中
で
携
帯
電
話
も
ス
マ
ホ
に

な
り
、
技
術
的
に
も
目
覚
ま
し
い

進
歩
を
遂
げ
た
今
、
リ
ニ
ア
に
乗

り
た
い
と
い
う
魅
力
や
願
望
が
な

い
。
兄
家
族
に
リ
ニ
ア
試
乗
チ
ケ

ッ
ト
が
当
た
っ
て
山
梨
リ
ニ
ア
実

験
線（
4
2.
8
㎞
）乗
車
体
験
話
を

聞
い
た
。「
確
か
に
凄
か
っ
た
け
ど
、

速
度
計
で
今
何
百
㎞
出
て
い
る
と

い
う
表
示
だ
け
。
乗
車
感
覚
も
な

く
車
両
か
ら
外
の
景
色
は
全
く
見

え
な
い
。
真
っ
暗
な
ト
ン
ネ
ル
を

往
復
40
分
間
ず
っ
と
走
っ
て
い
た

だ
け
。
家
族
み
ん
な
で
な
ら
車
で

目
的
地
に
乗
っ
て
行
っ
た
方
が
楽

し
い
ん
じ
ゃ
な
い
っ
？！
」
と
。「
リ

ニ
ア
で
万
一
事
故
が
あ
れ
ば
即
死

だ
な
ぁ
」
と
も
。「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
と
一
緒
で
、
絶
対
的
な
安
全
性

が
認
定
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
接

種
す
る
気
は
し
な
い
」
と
同
じ
で
、

今
後
リ
ニ
ア
に
乗
る
気
は
し
な
い
。

静
岡
問
題
は
、
乗
降
駅
も
な
く
山

脈
の
一
角
を
通
過
す
る
だ
け
で
観

光
業
へ
の
プ
ラ
ス
面

も
全
く
な
く
、
県
と

し
て
水
だ
け
を
失
う

の
で
は
自
治
体
も
住

民
も
み
ん
な
首
を
縦

に
は
振
れ
な
い
。
反

対
さ
れ
る
の
も
当

然
？
工
事
現
場
へ
向
か
う
ダ
ン
プ

や
ト
ラ
ッ
ク
が
町
中
を
走
り
危
険

が
増
す
中
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学

通
園
等
が
心
配
だ
。
今
後
や
り
か

け
の
状
態
で
工
事
が
中
止
に
で
も

な
っ
た
ら
、
地
域
に
負
の
財
産
し

か
残
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
賛
成

で
も
反
対
で
も
な
い
が
、
全
国
に

住
む
日
本
人
全
て
が
望
ん
で
い
る

計
画
で
は
な
い
。
リ
ニ
ア
が
実
際

に
通
る
こ
の
地
域
で
す
ら
関
心
は

決
し
て
高
く
な
い
。Ｊ
Ｒ
東
海
が
工

事
を
進
め
て
い
く
意
味
は
今
あ
る

の
か
？
早
急
に
方
針
を
明
確
に
し

て
対
応
す
べ
き
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、

こ
れ
か
ら
ど
う
決
着
で
き
る
の
か
、

私
た
ち
の
税
金
何
兆
円
を
も
投
入

す
る
な
ど
巨
額
な
無
駄
は
許
さ
れ

な
い
。
リ
ニ
ア
は
熟
考
す
る
べ
き

計
画
だ
。

司
会
：“

無
駄
な
税
金
の
使
い
方
に

寛
容
な
日
本
人”

と
い
う
皮
肉
な
国

際
的
比
較
・
評
価
が
あ
る
、
一
方

で
地
元
建
設
業
界
の
方
か
ら
は
「
リ

ニ
ア
に
か
け
る
」
大
き
な
期
待
と

熱
い
意
気
込
み
が
あ
る
。「
巨
額
な

大
規
模
事
業
に
税
金
投
入
し
て
く

れ
な
い
と
仕
事
が
な
い
。
あ
り
が

た
い
話
だ
」。
水
と
残
土
の
処
理
、

土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
も
含
め
て
、

私
た
ち
の
生
活
に
降
り
か
か
る
身

近
な
地
域
問
題
と
し
て
ど
ん
な
影

響
が
直
接
間
接
に
発
生
す
る
の
か
、

地
域
産
業
へ
の
プ
ラ
ス
面
以
外
に

も
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
子
ど

も
や
孫
た
ち
に
つ
な
い
で
い
く

山
々
や
自
然
環
境
を
後
世
に
遺
す

使
命
と
役
割
、
コ
ロ
ナ
下
で
大
き

く
変
わ
っ
た
生
活
と
価
値
観
の
変

革
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
せ
る
仕

事
の
確
保
、
今
こ
の
三
つ
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

近
藤
：
11
月
に
映
画
「
原
発
夫
婦
」

を
鑑
賞
。「
住
民
同
士
が
反
対
・
賛

成
で
激
し
く
闘
っ
た
結
果
、
未
だ

に
修
復
で
き
な
い
断
裂
を
生
む
関

係
に
あ
る
」
は
教
訓
に
す
べ
き
。

リ
ニ
ア
に
は
原
発
電
力
の
供
給
と

送
電
計
画
が
具
体
化
さ
れ
つ
つ
あ

り
不
安
も
大
き
い
。
建
設
用
地
立

ち
退
き
で
も
具
体
的
な
問
題
が
起

き
な
い
か
心
配
だ
。

司
会
：
佐
藤
市
長
に
な
っ
て
、
飯

田
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
注
目
し
た
い
。

近
藤
：Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
関
係
で
は
ど

う
な
の
か
？
飯
田
市
文
化
施
設
を

木下 由香里さん

水野 耕介

リニア中央新幹線工事を考える　リニア中央新幹線工事を考える　
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1月 2月の予定
バランスボール、筋力アップ教室にお出かけください！
●鼎支部　鼎文化センター
　毎週水曜日　10：00～ 11：00　
●山本支部　東平防災センター
　1月28日(木)・2月25日(木)　10：00～ 11：00
●高森支部　高森公民館
　1月16日(土)・2月20日(土)　10：00～ 11：00
●かやの木筋力アップ体操　かやの木診療所　
　1月13日(水）・2月10日(水）  17：30～ 18：30
※どの会場もどなたでも参加できます　

伊那谷健康友の会

「お薬に関する疑問や不安など」
について、薬剤師がお答えします！
＊薬の飲み合わせについて　
＊サプリメントについて　＊残薬について
※何でもお気軽にお問い合わせ、ご相談ください。
●お問い合わせ先
　かなえひまわり薬局：（0265）56-8177７
●お問い合わせ日時
　毎月 第２金曜日　9：00～17：00
　　　　　　かなえひまわり薬局薬局長　吉川 美香

毎月第２金曜日に
「お薬電話相談会」
を開催中！

記念講演：「小さき者の幸せが守られる経済へ」
講師：浜　矩子さん
　　　　（同志社大学大学院ビジネス研究科 教授・エコノミスト）

第 63回長野県母親大会
2021 年 1 月 31 日（日）12：30～　
駒ヶ根市文化会館・文化センター

お
知
ら
せ

　
11 

月
12
日
（
木
）、
事
業
所
職

員
と
杜
の
会
合
同
で
「
体
力
を
知

る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！
自
分
の

健
康
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
強
化

月
間
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
学
習
会

を
行
い
ま
し
た
。
講
師
は
、
伊
那

谷
健
康
友
の
会
事
務
局
の
牛
山
さ

ん
と
石
塚
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
最
初
に
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
お
話
を
聞
き
、
次
は
い

よ
い
よ
ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ
ク
。

　「
え
ー
う
そ
ー
、
立
ち
上
が
れ

な
い
」「
も
っ
と
で
き
る
か
と
思

っ
た
の
に
、シ
ョ
ッ
ク…
」な
ど
。

し
か
し
、
中
に
は
20
代
の
体
力

と
い
う
中
年
男
性
職
員
も
い
て
、

楽
し
み
な
が
ら
ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ

ク
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
の
体

力
の
傾
向
を
身
を
も
っ
て
知
っ

た
次
は
フ
レ
イ
ル
（
予
防
）
の

お
話
。
若
い
職
員
も
高
齢
者
だ

け
の
問
題
で
は
な
い
と
感
じ
、

自
分
自
身
の
健
康
に
も
関
心
を

持
ち
な
が
ら
、
介
護
福
祉
の
専

門
職
と
し
て
施
設
や
地
域
で
健

康
づ
く
り
の
牽
引
者
で
あ
り
た

い
と
感
じ
た
一
時
で
し
た
。

●共同組織拡大強化月間●

「ステップアップ学習会」を開催

社
会
福
祉
法
人
林
の
杜

常
務
　
安
田
智
子

飯田高校
社会人講話を開催

　12月4日（金）、飯田高校１学年
の社会人講話講師に健和会病院
から、医師・看護師・臨床検査
技師・理学療法士の４職種４名
が参加。2020年度は新型コロナ
ウィルス感染症拡大により、社
会人講話開催中止も予測される
中、感染対策の中手とか開催が
でき、127名の高校生が聴講。
１　医師：小平睦月さん：参加
33名（①16名、②17名）
＊医師の仕事内容やどのように診
断を付けていくのか、自分で考え
て判断していく仕事であること。
全国的に見ても飯田地域の高齢
化率が高いこと、だからこそ高
齢者医療に需要があり、限られ
た医療資源で対応していかなけ
ればならない。
＊後輩へのメッセージ：自分の
進路だからこそ後悔しないよう、
自分で調べ行動し選択すること
が大切
２　看護師：宮澤 奈津美さん：
参加30名（①15名、②15名）
＊看護師の1日の仕事の流れや

一

独 一 人

人ひとりの患者さんとどの
ように関わっているのか事例紹介

　12月4日（金）、飯田高校１学年
の社会人講話講師に健和会病院
から、医師・看護師・臨床検査
技師・理学療法士の４職種４名
が参加。2020年度は新型コロナ
ウィルス感染症拡大により、社
会人講話開催中止も予測される
中、感染対策の中なんとか開催
ができ、127名の高校生が聴講。
１　医師：小平睦月さん
　　参加33名（①16名、②17名）
＊医師の仕事内容やどのように診
断を付けていくのか、自分で考え
て判断していく仕事であること。
全国的に見ても飯田地域の高齢
化率が高いこと、だからこそ高
齢者医療に需要があり、限られ
た医療資源で対応していかなけ
ればならない。
＊後輩へのメッセージ：自分の
進路だからこそ後悔しないよう、
自分で調べ行動し選択すること
が大切
２　看護師：宮澤 奈津美さん
　　参加30名（①15名、②15名）
＊看護師の1日の仕事の流れや一
人ひとりの患者さんとどのように
関わっているのか事例紹介を交

飯田高校
社会人講話を開催

。

えて講演。患者さんの希望を叶
えるために、他職種と連携しな
がら取り組んだ事例、チーム医

療の大切さ。
３　理学療法士：
戸崎　精（きよし）さん
参加21名
（①10名、②11名）
＊リハビリテーション
についてイメージでき
るよう、ドラマスト
ーリーに合わせて説
明。リハビリを担う
職種について紹介、
リハビリ職にはどの
ような活躍場所があ
るのか、どんなやり
がいがあるのか。な
ぜ生まれ育った郷里
飯田に帰ってきたの
か、高校恩師との出

会いを紹介、進路を考える後輩
達に熱いメッセージを発信。
４　臨床検査技師：関島ゆかりさん
　　参加43名（①21名②22名）
＊臨床検査技師をめざした理由
や仕事内容について。やりがい
や働き甲斐について、熱くかつ
懇切丁寧に講演。

健和会病院 診療秘書室 
学生担当　久保田 博文
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　ヨコのカギ

1　陸地をほって船が通れるようにした水路。
4　広大な土地。天に対する地上のこと。
6　うすい青色。空色。
8　大切なことを書き留めておくこと。または、それを
　　書き付けたもの。
10　数を表す文字。数で表されている事がら。
　　　　　タテのカギ

1　にくいと思う気持ち。
2　絵の題名。絵画の題材。絵のテーマ。
3　ある物・人・事がらがしめている場所。地点。
5　なまめかしい目つき。
7　図画・工作の略。
9　木がたくさん集まっておいしげっている所。

■
11
月
号
の
解
答
│
ツ
イ
シ
ケ
ン

■
11
月
号
の
当
選
者
│
た
く
さ
ん
の
方
に
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の
方
々
に
図
書
券
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　
斉
藤
美
枝
子
／
沢
柳
智
恵
子
／
中
島
茂
／
も
み
じ
／
イ
チ
ジ
ク

読
　
者
　
の
　
声

飯伊民医連
ク　ロ　ス　ワ　ー　ド パ ズ ル

stayhome だけでは不十分 nozomi

飯伊民医連共同組織現勢：総数13,804名、10,594世帯 /健康友の会：11,435名 /ゆいの会：1,705名 /ひだまり：206/ 杜の会：2,283（12/1現在）　

首
相
に
よ
る
日
本
学
術
会
議
会

員
任
命
拒
否
に
つ
い
て

　

藤
瀬
様
の
解
説
わ
か
り
や
す

く
参
考
に
な
り
ま
す
。
学
問
的

な
広
い
高
い
視
野
で
政
治
が
正

し
く
行
わ
れ
る
よ
う
意
見
を
述

べ
た
り
勧
告
し
た
り
し
て
く
だ

さ
る
先
生
方
、
政
府
に
都
合
よ

い
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
い
て

は
、
戦
前
の
よ
う
に
ま
ち
が
っ

た
方
向
に
進
ん
で
し
ま
い
ま

す
。          （
み
ど
り
ネ
ー
サ
ン
）

「
あ
ず
み
の
里
」
裁
判

　

無
罪
が
確
定
し
て
本
当
に
良

か
っ
た
。
介
護
や
医
療
現
場
に

従
事
す
る
人
た
ち
に
と
っ
て
陥

る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
で
す
。

が
ん
ば
っ
て
い
る
人
た
ち
を
応

援
し
て
い
ま
す
。（
晩
秋
メ
ン
）

コ
ロ
ナ
太
り

　

こ
の
記
事
耳
に
痛
か
っ
た
で

す
。
３
人
の
こ
ど
も
の
休
校
時

に
３
食
全
力
で
一
緒
に
食
べ
て

い
た
ら
４
ｋｇ
も
増
え
、
そ
の

ま
ま
マ
ス
ク
生
活
で
、
呼
吸
も

浅
く
、
ま
す
ま
す
代
謝
が
落
ち

て
・
・
・
。
冬
に
備
え
気
を
つ

け
ま
す
。　
　
　
（
浜
木
　
綿
）

生
活
保
護
基
準
の
裁
判

　

こ
の
記
事
が
気
に
な
り
ま
し

た
。
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
人
ら

し
い
生
活
が
で
き
る
世
の
中
に

な
る
と
良
い
と
思
い
ま
し
た
。                                      

　
　
　
　
　
　
　
（
宮
下
美
和
）

　
　
　
　
　
　
　

思
い
を
込
め
た
プ
ロ
ポ
ー
ズ

　

写
真
の
食
事
の
様
子
で
介
助

者
が
思
わ
ず
口
を
「
ア
ー
」
と

あ
け
て
に
こ
や
か
に
手
を
添
え

て
い
る
姿
が
な
ん
と
も
ほ
ほ
え

ま
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。
あ
き

ら
め
な
い
気
持
ち
は
無
限
の
可

能
性
が
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
オ
リ
ズ
ル
）

手
軽
に
簡
単
ら
く
ら
く
レ
シ
ピ

　

管
理
栄
養
士
佐
々
木
さ
ん
の

文
と
レ
シ
ピ
を
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
わ
か

り
や
す
く
作
れ
ま
す
。
私
は
毎

日
豆
乳
に
黒
酢
を
入
れ
て
飲
ん

で
い
ま
す
。
豆
乳
ス
ー
プ
も
お

い
し
い
で
す
ね
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
ハ
ー
ち
ゃ
ん
）

地
元
豊
丘
村
の

　

林
の
杜
の
話
題
も
出
て
い
る

の
で
大
変
あ
り
が
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
ぶ
し
）

子
ど
も
の
診
察
で　
　
　

　

い
つ
も
小
児
科
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お

口
の
体
操
で
の
「
あ
い
う

べ
体
操
」
は
職
場
で
も
や

っ
て
い
ま
す
。
風
邪
予
防

に
も
な
る
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
や
っ
て
冬
を

乗
り
切
ろ
う
と
思
い
ま

す
。　
　
　
（
小
池 

美
香
）                       


